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62号のおもな内容

煙鳥取県ＰＴＡ研究大会…………………………………１

煙西部地区ＰＴＡの活動報告……………………… ２・３

煙県ＰＴＡ広報紙コンクール参加作品大募集…………３

煙第40回日本ＰＴＡ中国ブロック研究大会・鳥取県米子大会… ３

煙鳥取県ＰＴＡ協議会教育懇談会開催…………………４

昨年12月13日（日）に平成21年度鳥取県ＰＴＡ研究

大会及び鳥取県委託事業実施報告会が、ＰＴＡ会員・教

育委員会等関係者約500名が参加し鳥取市国府町中央公

民館において実施されました。

研究大会では倉吉市のご出身で大阪青山大学教授の

生田香明先生による講演を受講しました。演題は「体と

脳の発達を基盤にたくましく心豊かな子に育てる」でし

た。今までの研究データに基づいた説明でわかりやす

く、体を動かすことで脳や体が発達し、豊かな心が育つ

とのことでした。

また後半の鳥取県委託事業実施報告会では、委託３単

位ＰＴＡ及び１連合会による「基本的生活習慣の定着等

による学力向上促進事業」の取り組みについて報告を

行っていただきました。
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生活指導部と人権教育部による合同研修会が12月５日（土）

に開かれました。今年は２部構成で、第１部は人権コンサー

トの観覧。第２部では情報・意見交換会を開催いたしました。

人権コンサートは、唄を通して、やさしく人権のメッセー

ジを伝えたいとの思いから溝口中学校人権部で始まり、今年

で7回目となります。その後、参加の輪が教員・OB・地域の

方々へと広がり、昨年からは岸本中学校との共催、今年は郡

Pの研修会に取り上げていただき、年々と人権の『わ』が広

がっていることを実感します。コンサートのラストは恒例

になりました『世界に一つだけの花』を出演者も観客もいっ

しょになって手話を交えて大合唱をして締めくくりました。

第２部の合同研修会では、各部に分か

れて情報・意見交換会です。生活指導部

会では各校の取り組みや問題点等につい

て話し合いがもたれ、携帯電話のトラブ

ルや家庭での学習時間などの話題が出ま

した。人権教育部会でも、各校が独自の

部員研修を工夫して開き広報誌を発行し

ている活動の報告がありました。中でも

部員の自由な話し合いがその後の活動に

発展している例が見られ、クリエイティ

ブな活動が進められている状況は頼もし

く感じました。

平成21年11月13日（金）に米子市文化ホールにお

きまして、米子市小中ＰＴＡ連合会による教育フォー

ラムが開催されました。講師に東海大学体育学部教

授・小澤治夫先生を、お招きして『子どもを一人前に

育てる大人の責任』～学力・体力・気力の向上は、生

活習慣のたてなおしから～という演題で講演をいた

だきました。

当日は開演前からの雨降りにもかかわらず、大勢の

人にお集まりいただきました。残念ながら小澤先生の

お名前を知られない参加者も多く不安を抱いての開演

となりましたが、先生の小気味良いテンポと内容に

すっかりはまってしまいました。

先生は講演の中で「学業、スポーツにおいても基本は

規則正しい生活習慣である」とういう事を強くおっ

しゃっていました。保護者の立場から「子どもを一人

前に育てる大人の責任」を強く感じました。

講演後の感想も「とても良かった」「また、このような機

会があれば聞きたい」等々たくさん寄せて頂きました。

皆様、お忙しい中でも様々な講演会にご参加いただ

き、少しでも子育てのお役にたてていただければと思

います。
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９月15日境港市第三中学校を会場に、川崎医療福祉

大学教授の保野孝弘教授を講師にお迎えし、市中Ｐ連

母親委員会主催の講演会を開催しました。

演題は「眠りの脳科学・子どもの眠りと健康・早ね

早おき朝ごはんで、元気、やる気、笑顔！」保野教授

は、大学に泊り込んで被験者の眠りの状態を調べるな

ど、睡眠が心身に及ぼす影響について研究しています。

講演会では、「朝起きて自然の光を浴びると夜に眠

くなるホルモンのメラトニンのスイッチが入って健康

にいいが、夜更かししてテレビを見たりインターネッ

トやゲームをしたりすると、ぐっすり眠れなくなる」

事を、わかりやすく、そして楽しく、教えて頂きました。

参加者の感想は「早寝、早起きが脳と関連していた

なんて驚きました。」「早寝、早起きの生活リズム改善

で学力アップするなら、ぜひチャレンジしてみたいで

す。」「講演会の話を子どもとして、何かを感じてくれ

たのか、生活リズムは改善されているように思いま

す。」等々、多くの感想を頂きました。

境港市中P連では、この講演会を足がかりに「生活リ

ズム向上週間」を実施しました。

講演会の内容を全家庭にお知らせし、「早寝・早起

き・朝ご飯で 元気・やる気・笑顔 そして成績アップ」

をキャッチフレーズとして、ポスターを作成し各校に

配布、自己評価カードを作成し生徒への啓発のため配

布、学級指導も実施しました。

今後は、この活動が中学校区の小中PTAと連携して

取り組めるように、継続的に行いたいと思っています。

平成22年11月13日（土）に米子コンベンションセンター（ビッグシップ）において、開催いたします。

■大会テーマ 『今を生きる子どもたちへ』

■サブタイトル ～未来へ夢を紡ぎ心を育てるPTA～

と題して、劇団ピュア（米子市PTA OB・OG）の実践発表ならび

に、記念講演として、野口 健氏を予定しております。

６年に一度の鳥取県開催ですので、会員の皆様多数参加していただ

きますようよろしくお願いいたします。

第40回(社)日本PTA中国ブロック研究大会・鳥取県米子大会実行委員会一同

県ＰＴＡ協議会では、単位ＰＴＡ広報紙コンクールの参加作品を募集しています。

この事業は、ＰＴＡ広報活動の活性化を促進し、ＰＴＡ活動の一助となることを

目的に毎年実施しているものです。２１年度につきましても各郡市小・中ＰＴＡ連合

会事務局へ要項等を送付しておりますので、多数の出品をお待ちしております。

各作品につきましては予備審査会、本審査会で入賞作品を決定し、６月の総会で

表彰いたします。また、優秀作品は日本ＰＴＡ広報紙コンクールに参加出品します。

20年度の作品では、下記の広報紙が全国コンクールで表彰されました。

○日本教育新聞社社長賞

伯耆町立岸本小学校ＰＴＡ 「わかあゆ」

○佳作

北栄町立北条中学校ＰＴＡ 「北条中ＰＴＡ会報」
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今までPTA活動を通じ、多くの人に会い、いろんなことを教わり、
経験し、楽しい時間をすごさせて頂きました。「思いを伝える」「人の
気持ちを思いやる」「自分で考える」「行動に移す」日々の生活のなか
では、なかなか鍛えることの出来ない「自分」をこのPTAによって鍛
えることが出来たと思います。確かに最初は乗り気では有りませんで
した。しかし、いろんな人と接点ができ、それが繋がり線となり、輪と
なって広がりを見せてくると「楽しさ」が生まれてきました。みんなが
真剣に物事に取り組み、成し遂げたときの達成感。問題に直面しても
解決できる仲間の存在。子どもの為にがんばってやっていた事はじつ
は、自分の為のものでも有りました。
この貴重な経験、思いを伝え広げて行けたらと思います。

小グループ討議の概要
(((((((((((((((((1111111111111111))))))))))))))))子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももものののののののののののののののの成成成成成成成成成成成成成成成成長長長長長長長長長長長長長長長長とととととととととととととととと生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活習習習習習習習習習習習習習習習習1)子どもの成長と生活習慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣
①家庭での生活リズムと子どもの健康・安全について
・携帯電話、ノーテレビデー、早寝早起き、朝食…
どの問題も親がやらなければ子どもはやらない
②少子化時代における部活動のあり方について
・少人数の学校ではやりたいスポーツも出来ない

(((((((((((((((((2222222222222222))))))))))))))))行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政ととととととととととととととととＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ2)行政とＰＴＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
①教育委員会とＰＴＡについて
・教育委員会とＰＴＡの連携はまだまだ不十分
・ＰＴＡ独自で出来ることはまだ十分にある
②特別支援教育の今後の見通しについて
・ＰＴＡからの声が大きな力となりうる

(((((((((((((((((3333333333333333))))))))))))))))ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動とととととととととととととととと保保保保保保保保保保保保保保保保護護護護護護護護護護護護護護護護者者者者者者者者者者者者者者者者のののののののののののののののの意意意意意意意意意意意意意意意意3)ＰＴＡ活動と保護者の意識識識識識識識識識識識識識識識識識
①保護者意識とコミュニケーションについて
・ＰＴＡと学校の協力関係が必要
・無関心層への無理のないムード作りが必要
②ＰＴＡのあり方について
・存在意義としての成果がわかりにくい
・ＰＴＡの原点を見つめ直しチーム力を発揮しよう

(((((((((((((((((4444444444444444))))))))))))))))青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年のののののののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全育育育育育育育育育育育育育育育育成成成成成成成成成成成成成成成成とととととととととととととととと大大大大大大大大大大大大大大大大人人人人人人人人人人人人人人人人のののののののののののののののの関関関関関関関関関関関関関関関関わわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりり4)青少年の健全育成と大人の関わり方方方方方方方方方方方方方方方方方
①青少年の問題行動防止について
・おせっかいな大人を作っていこう
・心の教育は、大人の問題である
②思春期の子どもと親の関わり方について
・学校と地域を繋ぐのはＰＴＡ
・話の出来る環境が大事…優しく、厳しく！

中永教育長の挨拶より
学校・家庭・地域で子どもたちの健全な育成をはか
るために、今ほどＰＴＡの役割が重要な時期はない。
特に申し上げたいことは、携帯電話依存症への取り
組みである。１日に50回以上の発着信が中高生の約
10％、10回以上が45％になっており、そこからネッ
ト被害等へ繋がっている。県としては中高生に携帯電
話は要らない！と考えている。
懇談会で議論されたことが、少しでも具体的になっ
ていくことを期待している。

全体懇談会から…
○ＰＴＡ連合会と校長会との意見交換の場を作って
もよいのでは…
○ＰＴＡは行政にモノが言える社会教育団体である
から、声を届けることはしなければならない

○今回のテーマを中心に、今後も懇談会の持ち方
（時間配分等）を検討していく

記後集編 員委集編

小山 光行 県P協総務委員長

遠藤 道夫 西部広報委員総括 境港・境一中

門脇 誠二 米子・福生東小

山形 太郎 境港・誠道小

中江 巧 西伯・中山小

坪倉 容一 日野・日南小

足立 靖子 米子・弓ヶ浜中

辻 幸生 境港・境三中

内藤 陽博 西伯・溝口中

久留 馬博 日野・日野中

平成21年度の県ＰＴＡ協議会教育懇談会が、１月22日（金）白兎会館に於いて中永教育長をはじめ教育委
員会14名、ＰＴＡ協議会48名の参加により開催されました。
まず、４つのグループに分かれて討議を行い、その後全体懇談会で確認しました。
小グループ討議では、昨年までのテーマを全面的に見直し、県内ＰＴＡ連合会から募集したより身近な課

題を設定したことから、各グループとも例年以上に伯仲した議論となりました。


